
　　　　　　　　　　  

CT検査は、エックス線を用いて体の内部の断層写真を撮る検査です。

当院のマルチスライス（３２０列）CT検査では、造影剤を使うことで心臓カテーテル検査と同じ

ように心臓に血液を送る冠動脈の状態が分かります。検査の時は脈拍数が少ない方がきれいな

画像が撮れますので、検査当日の脈拍が早い場合は、静脈注射薬（β遮断薬）を使用して脈拍数を

少なくすることがあります。そして検査の５分くらい前にニトログリセリン舌下錠を投与し、数回の

息止め（１０～１５秒）練習をした後、造影剤による心臓CT撮影をします。

１） β遮断薬とは

　β遮断薬は、自律神経の働きを抑え、心拍数を下げます。同時に血圧を下げる効果もあり、

高血圧や狭心症などの治療に広く用いられているお薬です。

２） β遮断薬を使用する利点

　心臓CT検査において、心臓の動きが早すぎる（心拍数が高い）と、画像がぶれてしまい十分な

診断を行えない恐れがあります。この薬を静脈注射すると、１時間くらいで心拍数が下がり、検査中に

緊張しても心拍数が上がりにくくきれいなCT画像を撮ることができます。

３） β遮断薬の投与方法

　心拍数が高い場合、検査開始後に静脈注射薬（コアベータ）を、添付文書に記載されている

体重別投与量表を元に使用します。

４） β遮断薬の副作用

　脈が遅くなったり、血圧が下がったり、それに伴うめまい・吐き気・けん怠感・眠気･頭痛、

発疹等の過敏症状、息が苦しくなるなどの呼吸器系の症状が生じる恐れが僅かながら

あります。

ただし、このお薬の効果はすみやかに消退しますのでまず心配ありません。

（こういった症状のでやすい気管支喘息、心機能低下（心不全）、低血圧の方には、使用しません。）

５） ニトログリセリンについて

　ニトログリセリンは、冠動脈を拡張させる作用のあるお薬です。検査の時、冠動脈が拡張した

状態のほうがきれいな画像が撮れるため、検査の約５分前に舌下投与します。少し脈が速くなり

動悸を感じる場合がありますが、５分程度で落ち着きますので心配ありません。

【心臓造影CT検査の説明】
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１．画像診断検査で造影剤を注射する目的、必要性

① 病気の有無について確認

② 病気の種類について確認　 これらを評価するために造影剤を使用します。

③ 病気の広がりや進行度を確認

２．検査の方法

３．造影剤使用で起こりうる副作用とリスクについて

① アレルギー反応

　ヨード造影剤の副作用発現頻度(日本医学放射線学会HPより抜粋)

　　軽　症　：　100人に5人以下(かゆみ、蕁麻疹、嘔気・嘔吐、息切れなど)

　　重　症　：　25000人に1人程度(呼吸困難、不整脈、ショック、けいれん、腎不全、意識消失など)

　　死　亡　：　40万人に1人程度

　　遅発性副作用　：　100人に8人以下(検査後1時間～数日後に発生)

② 造影剤腎症、甲状腺機能低下症

③ その他

４．申告が必要な疾患

５．申告あるいは休薬が必要な内服薬

６．検査当日の飲食について

７．同意および撤回について

【心臓造影CT検査の説明】

に申告が必要です(中止していただく必要はありません)。

　検査前4時間の絶食が必要です。

　飲水については、水・白湯・お茶は制限はありません。

　造影剤が原因で腎機能が低下することがあります。腎機能が低下している方はリスクとなります

　このとき、少なからず熱感(熱い感じ)が出現しますが異常ではありません。

　撮像部位によっては息止めの協力をしていただくことが必要です。

　体質により造影剤が合わないことで発症します。多くは軽症ですが、まれに重症の副作用が起こ

ることがあります。

　検査の同意はいつでも撤回できます。同意書をいただいた後でも撤回できますのでお申し出ください。

　その他、不明な点はご遠慮なく質問してください。

　機械を用いてヨード造影剤を静脈内に注入しながら1回～複数回の撮影を行います。

　造影剤副作用の既往や喘息のある方は副作用の発症率が高くなる(6-10倍)とされていますので、

申告が必要です。その他、以下の疾患についても申告が必要です：重い甲状腺疾患、心臓疾患,

ので、造影検査を行う前に血液検査にて腎機能の確認が必要です。

膵臓疾患、褐色細胞腫、多発性骨髄腫、テタニー、マクログロブリン血症、重症筋無力症

　ビグアナイド系糖尿病薬については検査前後の休薬が必要となりますので申告してください。休薬

を忘れた場合には造影検査を中止することがあります。

　また、甲状腺機能が低下することがあります(頻度不明)。

　また、一時中止が必要な腎毒性のある内服薬については担当医にご確認ください。

　βブロッカー内服中の方は、重い副作用が発症した際に治療薬が効きにくいことがあるため検査前

　注射時に痛みを感じることがあります。また、注入する時に造影剤が血管外に漏れるこがあります。

漏れた部位は腫れたり痛みを伴うことがありますが多くの場合は数日で軽快します。
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